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鹿児島TLOから大学発発明の御紹介

鹿児島TLOでは鹿児島大学 ･鹿児島高専 ･鹿屋体育大学の研究者のシーズを企業の皆さまに活用し

ていただくために､研究者に代わって権利化 したり､大学の機関帰属となったシーズを権利移転する

活動を行ったりしてお ります｡今回は鹿児島大学が出願 し､鹿児島TLOが移転活動を行っている下

記発明を御紹介いたします｡

【発明の名称】 エビの殻を味覚や生鮮度に悪影響を及ぼさずに軟化する方法 !

【出願人】 国立大学法人 鹿児島大学 【発明者】 鹿児島大学水産学部教員

【出願番号】 特願 2007-94606 【出願日】 平成 19年 3月 30日

【発明の概要】 本発明はキチン分解酵素､有機酸により処理を行うことでエビの殻を軟化させる

技術である｡エビの味覚や生鮮度はそのまま保持することが可能である｡

【図による解説】

【対象者】 食品加工企業など.･.


株式会社鹿児島 TLO 【http://www.ktlo.co.｣p/】

〒890-0065 鹿児島市郡元 1-21-40 鹿児島大学内産学連携推進機構棟 1階
 

TEL 099-28411631 FAX 099-284-1632 E-Mai一 info@ktlo.co.｣p

担当 吹留 (技術移転マネージャー)､平Jtl(特許流通ア ドバイザー)


肱岡(技術移転スペシャリスト)､町田(技術移転スペシャリスト)､米満 (NEDOフェロー)
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マーケテイングの現場から
～チェック･ポイントと処方等～ 

sTUDIOK. 代 表 中 島 秋 津 子

【Email】 i nfb@studiok.bi∑

【Blog】 hLtp://www.studiok.bi∑/

◆別の視点でマーケテイング

ますます厳しい経済情勢です｡その影響はあらゆる

業界･品種に及び拡大しています｡売行きが良いと話

題になるのは､先月号のテーマ-ある程度の価格競

争力等が確保された上で｢本質的価値｣を備えたも

の､若しくは｢安くて助かる｣もののいずれかのようで

す｡しかし､そういう商品をリリースするのは､そんなに

簡単なことではありません｡

そこで､3月後半のこの季節を一つの例にして､別
の視点でのマーケテイング･ポイントを御紹介します｡

◆予算有る所､ニーズ有 り｡

新年度は変化のタイミング,その気持ちをマ-ケ

ティングしましょう｡

たとえば､子どもがいる家庭であれば､新学期に向

けての準備に余念が無い時期｡特に小学校･中学校

などの入学であればなおさらです｡家族にとって子ど

もの成長を実感でき嬉しい反面､心配もあります｡

新しい制服や文具､学習机を揃えながら喜びを感

じます｡家族で記念写真を撮り､食事に出かけるなど

サービス消費が発生します｡周囲も｢おめでとう｣と進

学を祝福してくれます｡吉葉とともに｢お祝いの品｣も

行き交います｡子どもが新しい環境に馴染めるのかど

うか､心配もあります｡入学までにどこまで基本的なし

つけや学習をしておくべきか､他所の家のことが気に

なります｡情報が不足します｡

そんな､心配はあるけど幸せな｢入学マーケット｣に

は､そもそも予算が存在します｡子どもが入学する時

期は予めわかっていますから､多くの家庭ではその入

学出費に備えて､小さな頃から積み立てするなど準

備をします｡もちろん景気の影響をある程度は受けま

すが､ゼロにはなりません｡

◆幸せ消費

入学のような｢幸せ消費｣では､近年､メモリアル消

費の増加が顕著になっています｡学習机などの直接

消費だけでなく､記録に残す (ビデオアルバム､フォト

ブック等)･共有する(親族で食事会､-ガキ等)のよう

な記念となる間接消費のことです｡このメモリアル分野

は､企画次第で新たな商品マーケットを創造できるた

め､様々な会社で参入が可能です｡

◆コミュニケーションを活性化

現在のように経済環境が悪化する前から､消費者

の気持ちは変化していました｡その引き金は食品の

表示偽装などの企業不祥事｡信頼感の失墜から醸成

された｢漠然とした不信感｣が広がっています｡

こんなときに人が頼るのは｢クチコミ｣｡企業が発信

する情報より､信頼できる(と思う )知人が発イ言者であ

る｢クチコミ｣の存在感が増しています｡

それを念頭に置くと､基本的な商品企画だけでな

く､話題になりやすい､話したくなる､ブログ･ネタにな

りやすいなど､｢購入者が発信者化｣するような仕掛

けが欲しいところです｡

先に紹介した｢入学マーケット｣は､他所の家が気に

なるなど､情報ニーズが高いマーケットです｡しかも､

それは地域情報｡一般的に流通する情報だけでは足

りません｡｢クチコミ｣の果たす役割が大きいのです｡ 
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l 【今月のチェツケ ポイント】 l 

:現在の消費の縮小という環境変化に対して : 

l①本質的価値のある商品､ ②安くて助かる商品 l 

:以外の選択肢を持ってしア すかo 王 

: 【マ~ケティングの処方割 : 

I｢予算とニーズのあるマーケット｣を探しましょう｡ I

: ･お祝い事など｢幸せ消費｣は企画次第 :

I ･コミュニケーションの活性化でクチコミ誘発 l 

L _-______-___-______-｣

☆筆者紹介☆

中島 秋津子 
(AtsukoNAKASHtMA)

分析レポート､事業プランニン

グ､社員研修･講義など､マー

ケテイングの観点から事業サ

ポート･サービスを提供する 
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IT活用戦略
株式会社イーデザイン

代表取締役 早 川 孝 一

ITと情報の活用〒8 
TEL :09
90 3

URL :http://www.e-des
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｣MaH:hayakawa@e-des nig.co,


｢IT活用戦略｣としてお話ししてきた本連載も今月号で終わりとなります｡

今回は､今までお話をしてきた ｢情事机 をどのように取 り扱 うか､どのように活用するべきか､を

お話 しします｡

情報-の意識
これまでにお話 ししてきたとお り､私たちは ｢情報｣の渦の中にいます｡時として､ ｢情報｣に翻

弄され､進むべき道を､つい見失いがちです｡ しか しながら､それは ｢受け手｣であるが故の所作だ

からだ と私は考えています｡私たちが ｢ITを活用｣して ｢情報｣を取 り扱 うとき､ ｢情報の発信

源｣である事を意識 してみてはいかがでしょうか｡

(T

観ました｡ス トー リーは､タバコ産業の不正 (ニコチンの常習性 と害毒)を告発 しようと試みるアメ

リカのテ レビ ･ラジオ ･ネッ トワークを有する CBS放送のアル ･パチーノ演 じるプロデューサー

が､訴訟を恐れた CBS本体から告発番組を差 し止められながらも､ ｢情報源｣としてのタバコ会社

の元役員を様々な誹譲中傷などから守 り抜き､ついには巨大な隠蔽を暴き､国民に知らされるべき真

実を伝えるというものでした｡

情報は複雑

舞台は ｢報道｣とい う現場でしたが､これはまさ f
に ｢情報の発信源｣です｡情報を発信するには､即

先 日､1999年に公開されたアル ･パチーノ主演の 『インサイダー』 HEINS
IDER)とい う映画を

時性もさることながら､正確性が非常に重要です｡

前述の映画では､タバコ会社の元役員の告発の信

悪性を落とすために､彼のこれまでの離婚訴訟や交

通違反､通信販売での代金不払いなどを情報として

流し､彼の発言を国民が信用 しないよう企てられま

した｡

そうなのです｡まさに ｢情報｣は一つの事象のみ

を表すのではなく､様々な事柄が密接に絡み合 う､ 
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象もしっかりとしていかなければなりません｡

情報の関連性は､時 と場合により形態は様々で

す｡とりわけ､現代の情報は探れば探るほど関連性が生まれ､際限なく繋がっていきます｡こういっ

た事をうまく処理 しようとするならば､ ｢情報技術 (IT)｣を使 うのが得策 と言えそ うです｡私た

ちの発信する情報が正確性を保つためには､情報の管理が必要なのです｡

では､逆の立場に立ったときにはどうでしょうか｡情報を受け取る際に､その情報は正確性を維持

しているでしょうか｡残念ながら､それは保証されないのが現状です｡だからこそ､情報に振 り回さ

れ､翻弄されるような事が起きます｡映画 『インサイダー』の中でも､敢えて不正な情報を流す事

で､人々を操作する場面がありました｡本来的には､情報の発信源たるところは､その正確性を大切

にしなければならないのですが､どうしてもそれは､発信源のモラルやスキルに依存するため､絶対

確実とは言い切れません｡

h2009 

二 ∴ - ∴ '
==
_ _

情報KISC Ma 10
 



｢現場主義｣は究極のデジタル思考
数ある企業の中でも､ ｢老舗｣と呼ばれる企業が多くあります｡その老舗の経営者が語る事で ｢現

場主義｣という事をよく耳にします｡先達は日々 上がってくる売上報告を見るだけで､店舗の問題点

がわかるといいます｡取りようによっては､アナログのようにも思えますが､私は究極のデジタル思

考だと思っています｡

デジタルとは､ ｢0 (ゼロ)｣と ｢1｣の羅列と思っていらっしゃる方も多いと思います｡確かに

0｣

ITはコミュニケーションの技術

｢

り､単なる数字の羅列ではなくなってきています｡

先の売上報告で店舗の問題点が分かるというのは､単に売上高という数字だけでなく､それを取り

巻くあらゆるデーターが先達の脳裏に浮かび､きちんと処理されるからこそではないでしょうか｡で

すから､ ｢何となく｣ではなく､確固とした背景を持って情報を受け取る事で､次に何をなすべきか

がはじき出されるのだと思います｡ 

､IT幸いな事に､私たちの周 りでは が発達し､情報の整

理､検索､分析が容易になってきています｡確かなる情報を

動に役立てる事ができるはずです｡

｢IT以前､少 しだけ触れましたが､ ｣とい う言葉は今

( o

などで流れる商品やサービス､そしてBtB)

見る目を養えば､ITという道具を駆使 して､日々の企業活

｢IC T ( T

BtC)や企業間

o(

昔はそ うで した｡しかしながら､現代では､この ｢1｣で非常に多くの事象を表すようにな

ionsC i tommuncadllaillolf tnorma トhecno

)｣という言葉に置き換えられつつあります｡即ち､コyog

ミュニケーションの維持 ･向上に資するために情報を扱 う技

術という事です｡消費者向けのビジネス 

のビジネス 
お金､これらは互いのコミュニケーションで成 り立っていま

す｡つい忘れがちなこの事を､ ICTを利用 ･活用することで､私たちは想起するべきなのかもしれ

ません｡

会社の固定電話よりもかかってくる事の多い携帯への電話｡隣り合 う者どうLでや りとりする電子

メール｡現代では､集団よりも個に重みがかかってきました｡しかしながら､この経済危機で､集団

の持つ意味が改めて問われているような気がします｡個々を繋げるのはコミュニケーションであり､

現代では､それを ICTが担うようになってきています｡そうやって繋がった結果が集団です｡

厳 しい時代だからこそ､互いに支え合い､喜びを享受しあえる集団を形成したいものです｡ ICT

はうまく使えば､この苦境を乗 り越える最大の武器になると､私は考えています｡

最後に

この半年間､本連載をお読みくださり､誠にありがとうございます｡多くの方から､本連載につい

てお問い合わせやご指導をいただきました｡この場をお借 りしまして､感謝の意を表 したいと思いま

す｡

柳かごしま産業支援センターの皆様にも大変お世話になりました｡ありがとうございます｡

地域の力を集結し連携を図る事で､今こそ ｢地域の時代｣を作り上げるべきだと思います｡その事

に拙著が少しでもお役に立てれば､幸甚です｡

☆筆者紹介☆

早 川 孝 一 ic(Ko hiHAYAKAWA)

株式会社イーデザイン 代表取締役社長 

1999年 有限会社イーデザイン設立 
2001年 株式会社に改組 同 代表取締役社長 就任

｢情報デザイン｣手法を用いたICTコンサルティングを行う 
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｢かごしまデザインコンペ 2009｣が､平

成 21年 2月 20日 (金)～2月 22日 (日)

の 3日間､かごしま県民交流センターで開催

されました｡

初 日には､オープニングセレモニー並びに

表彰式が行われました｡

かごしまデザインコンペは､本県のデザイ

ンマイン ドの高揚と企業のデザイン開発力の

強化を図るために開催 しているもので､期間

中は､約 1600人の方々が会場を訪れ､受賞

作品や協賛企業･協力団体･NPO法人鹿児島

デザイン協会会員による展示作品等を鑑賞し

ました｡ 【受賞後の記念撮影】

【デザインコンペ部門】 

[デザイン大賞] 

rl一一一p,･1ll-･､一 T-･･■Li4-･●111･-1～

【K ISCデザイン部門】

今回は､｢包む｣をテーマに応募 した 37点の作晶

の中から､デザイン大賞 1点､優秀賞 2点､奨励賞 
3点､入選 31点が選出されました｡

【デザイン大賞】 ｢都市のプランター｣

グループsAITO SITE


鹿児島における特定の都市空間に着 目した発想 と

意欲的なプ レゼンテーションが高く評価 されま し

た｡人 ･環境に配慮 した夢のある立体グリーンパー

クは､人々が集い､安らぐことのできるパブリック

スペースとして大きな魅力を持っています｡鹿児島

という街-の愛着が強く感 じられた点も好印象でし

た｡

今回は､応募 した 2 15点の作品の中から､最優秀

賞 1点､優秀賞 1点､奨励賞 2点､入選 60点が選出さ

れました｡

【最優秀賞】塩津 洋一

｢大地で育んだ 『力』 地上で 『ぐんぐん』 鹿児島

の 『ェネルギー』ここに生まれ育つ｡｣とい う作者のデ

ザイン意図が､明快に表現されています｡成長をイメー

ジさせるタケノコをモチーフにした独創性と､明るい色

彩と余白の美 しさが新鮮に響き合っている作品として高

く評価されました｡
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経 済 対 策 に よ る 融 資 制 度 に つ い て

県等では､国の経済対策に基づき､いろいろな融資制度の拡充策を実施 しています｡

詳 しくは､各問合せ先､相談先-お問い合わせください｡

経済対策特別資金

｢原材料価格高騰対応等緊急保証制度｣ (いわゆる緊急保証制度)を利用することができる方を対

象とした県の制度資金で､信用保証料を軽減し､融資条件が他の県制度資金より有利な資金です｡

融資限度額 運転資金 2, 000万円 設備資金 3, 000万円

融資期間 運転資金 7年以内 (据置 24月以内 ) 設備資金 10年以内 (据置 36月以内 )

利 率 1年以内 年1.97%, 1年超 3年以内 年2.07%, 3年超 5年以内 年2.17% 

5年超 7年以内 年2.37%, 7年超 10年以内 年2.77%

信用保証料率 年 0. 58%

割 引 料 率 :財務諸表について｢中小企業の会計に関する指針｣の適用状況を確認で

きる中小企業者 (個人を除く｡ )は 0. 1%割り引きます｡

取扱期間 平成 22年 3月 31日まで

申込 ･相談先 取扱金融機関

各商工会議所又は各商工会 (組合は､鹿児島県中小企業団体中央会 )

セーフティネット貸付

今般の国際的な金融不安及び景況悪化等の影響により､売上又は利益が減少している中小 ･小規模企

業に対する相談態勢を一層強化するため､㈱日本政策金融公庫が行っている融資制度です｡

貸付限度額 経営環境変化対応資金

国民生活事業 : 4, 800万円､中小企業事業 :7億 2, 000万円

金融環境変化対応資金

国民生活事業 :4, 000万円､中小企業事業 :3億円

利 率 基準利率 (ただし､最近の売上､利益率等が減少するなど業績が特に悪化 している方の運

転資金は ｢基準利率 - 0. 3%｣ )

返済期間 運転資金 8年以内 (据置 3年以内 ) 設備資金 15年以内 (据置 3年以内 )

問合せ先 ㈱日本政策金融公庫の支店または相談センター

原材料価格高騰対応等緊急保証制度

原材料価格や仕入価格の高騰により ,売上の減少や収益が圧迫される中小企業者の資金繰りを支援するため､

創設された制度です｡

保証限度額 2億 8, 000万円 (組合 4億 8, 000万円 )

保証割合 100%

保証期間 10年以内 (据置 1年以内を含む )

利 率 金融機関所定の利率

保証料率 年 0.8%

取扱期間 平成 22年 3月 31日まで

問合せ先 鹿児島県信用保証協会 保証部 TE L :099-223-0271 
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今回は､講師に池 田工業株式会社代表取締役社長の池田裕幸氏

をお迎えして､演題を『わが社の生産管理とIT !～IT経営の実践が企

業の競争力強化につながる !～』として開催し､取引情報交換面談会

の参加企業など100数名の参加がありました｡

経営者研修会に自ら参加して自社の経営課題を把握し､またITコー

ディネーターによる社員研修会や管理者研修会を開催するなど､社員

みんなの力でIT基幹システム更新に取組むことで､可視化による在庫

管理､生産管理業務の効率化など経営革新を実現できたことなどにつ ITセミナー風景

いて､お話しいただきました｡最後に､｢人は手間を掛け続けないと育 池田工業株式会社 

たない､社長業とはそんな社員の成長に直接関わることのできるすぼら (〒448-0847刈谷市宝町2-3-7) 
しい仕事である｣と締めくくられました｡ http://www.ikeda-End.co.jp

rjBT ationF二 

1 『鹿児島県取引情報交換面談会 (緊急広域商談会)』.を開催

去る2月4日(水)､鹿児島市内のホテルウェルビューかごしまにおいて､ビジネスマッチング協議会･(財)全

国中小企業取引振興協会･(財)かごしま産業支援センターの共催により｢鹿児島県取引情報交換面談会 

(緊急広域商談会)｣が開催されました｡

区 分 会社数 うち県内企業 参加人数

発注企業 28社 3社 35名

受注企業 67社 67社 114名

世界的な景気後退が進展する中､新規取引先の開拓による

受注量の確保や今後の営業活動の情報収集などを目的として､

受注企業67社､発注企業 28社､合計 95社 (149名)が参加

する大きなイベントとなりました｡

当日は､1面談20分という短時間ではありましたが､受注企業が
面談会風景

会社案内や加工サンプルを用いて効果的な会社PRを行うのに対して､発注企業が図面を提示し､具体的

な商談が行われるなど､今後の取引実現に大きな期待が持てる面談会になりました

また､面談会終了後に開催した交流懇談会には､発注企業や受注企業の担当者など100名以上の方々

が参加されました｡この懇談会は､受･発注企業間の親睦を深める場､県内企業同士のネットワーク作りの場

として活用していただくことを目的に開催しております｡今回も､リラックスした雰囲気の中､受･発注企業の担

当者同士が大いにコミュニケーションを図り､今後の取引に関する情報交換を行うなど､盛会裏に終了するこ

とができました｡

受注企業製 品コーナー かごしま産業技術賞コーナー 

2 1Tセミナー (鹿児島県取引情報交換面談会と合同開催)

トライアル発注製品コーナー 
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鹿児島県人材育成センターの利用の御案内

当センター出先機関の鹿児島県人材育成センターでは､企業の在職技術者など人材育成の支援を主たる目

的 として､各種の講座 ･研修を実施 しているほか､企業 自らが企画す る会議 ･研修 ･講演などの会場 とし

て､低廉な使用料で利用 していただいてお ります｡皆様の参加及び御利用をお待ちしてお ります｡

自主講座 :食品加工 ･機械加工 ･QC手法 ･ISO関係など 29講座を実施

施設利用 :150人収容の大研修室のほか大小 6室を低廉な使用料で提供 
(詳 しくは､下記までお問合せ ください)

T ㌻ ｢ 

所 在 地 :霧島市国分中央3- 36
44-

E-aii
-
-


■問合せ先■ (財)かごしま産業支援センター 鹿児島県人材育成センター

〒8994332 3 44 36霧島市国分中央 
m

-
TEL :0995- 0093-47 FAX:
099 3441-4651 l ｣corp.jkpo r.@i i7nzacj:

｢かごしま企業情報｣への掲載の御案内

I:,
二｣蔓壷

Tiu1B"i:'iTAt;;Z.こしdか稚榊頚当センターでは､県内中小企業の情報発信の充実と検索等の
言遍 二 コ利便性 を図ることを目的に､当センターのホームページ上に ■畑 d コ

｢かご しま企業情報｣を構築 し､掲載企業の募集 を していま

す｡
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…側の操作もしやす くなっています｡

とがこがるに繋 くだ録御登軽に
一社でも多 くの企業が掲載 していただければビジネスチャン

待 されます｡掲載料は無料ですの期いOさ

拡大お気
スので､
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『問合せ先■ (財)かごしま産業支援センター 情報支援課

82〒8 1 鹿児島市名山町 9番 10-92 号 鹿児島県産業会館 2階 
TEL:099 12-

メール配信サービス ｢KISCNEWS｣の御案内 

527911 FAXこ pki jpo rcor. . .@ifno:limaE-9
27
1-19
2-099

当センターでは､イベン トや研修など各種のお役立ち情報を Eメールで無料配信するサー ビスを行ってお

ります｡配信を希望される方(機関または個人)は､次の当センターホームページからお申し込みください｡ 
p(お申込み先 URL:htt://www )ht top m.S/CWnelS/kionitcalbpu/pki jrcor. . .

■問合せ先■ (財)かごしま産業支援センター 情報支援課

820-92〒8 1 鹿児島市名山町 9番 1号 鹿児島県産業会館 2階 
5271-192-099 FAX:
 9271-192-099 pki jpo rcor. . .@iscnewsk:IimaE-TEL :

』 ｢情報K暮SC｣の表紙デザインについて■
表紙のデザインは､ ｢かごしまデザインフェア 2008｣の ｢K ISC

デザイン部門｣に応募された総数 14 7点の中から入選されました

時任 鈴恵 さんの作品です｡

-作品のテーマは ｢新しい光｣～ 
(時任さんのはなし)

鹿児島が ｢明るい光に包まれた街｣になって欲しいとの願い

を込めて ｢光｣をイメージして制作しました｡今後街が､ます

ます発展し､都会的なビルが立ち並ぶ様子を立体物で表現して
います｡
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